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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、Kruppel様転写調節因子ファミリーのメンバーです。このファミリーのメンバーは細胞の増殖、分化、および生存を制御し、C末端に3つのC2H2ジンクフィンガーを有し、GCリッチ部位への結合を媒介します。このタンパク質は、膵β細胞におけるインスリンの発現と分泌を阻害し、脂肪細胞におけるアディポサイトカイン分泌を脱制御することで、2型糖尿病の進行に寄与する可能性があります。この遺伝子の偽遺伝子は3番染色体長腕に位置しています。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2012年8月],domain:酸性N末端部分は、転写因子の塩基性ドメインとの相互作用を促進する可能性があります。,function:転写活性化因子。試験管内でβグロビンプロモーターのCACCCモチーフおよびSP1認識配列に結合します。,類似性:クルッペルC2H2型ジンクフィンガータンパク質ファミリーに属します。,類似性:3つのC2H2型ジンクフィンガーを含みます。,組織特異性:成体では脳と脊髄に広く存在し、胎児では腎臓と脳に高く発現します。,
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	KLF7抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはKLF7ペプチドでブロッキングされている。

